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IHクッキングヒーターカバー








　IHクッキングヒーターは掃除が簡単ですが、汚れないわけではありません。

鍋の噴きこぼれなどがあれば、トッププレートは当然汚れます。　焼けこげ汚れも付きます。

この汚れを気にして、市販されている「IHクッキングヒーターカバー」を
取り付ける方もいらっしゃると思いますが、あまりお勧めしません。



　理由は二つあります。


１）トッププレートと鍋の間に、設計上無いものを追加するわけですので、
温度制御が正しく行われなくなる可能性があります。　安全上で好ましくありません。


２）汚れは綺麗に掃除できます。　焼けこげは濡れ雑巾では取れないかもしれませんが、
トッププレート専用クリーナーやクリームクレンザーを付けて、丸めたアルミ箔やラップで
擦れば綺麗に汚れが落ちます。（簡単掃除のページを参照）
　



そもそも、IHクッキングヒーターカバーは汚れを付きにくくするものではありません。
当然の事ですが、カバーがあろうがなかろうが、汚れは一番表面に付きます。

安全上のリスクを負ってまでカバーをする意味は、全くないのではないでしょうか？
















↑ トップページに戻る　　↑ 注意点のトップへ　　→ 次の項目へ
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